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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和６年１月２０日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

１０月俳句ポストへ応募された中から選ばれ

た作品です。お題は「紅葉（もみじ）」。 
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あなたが誰かを殺した  東野 圭吾／著 

ともぐい        河崎 秋子／著

汝、星のごとく      凪良 ゆう／著 

魔女と過ごした七日間  東野 圭吾／著 

くもをさがす     西 加奈子／著 

ヒロイン        桜木 紫乃／著 

青瓜不動        宮部 みゆき／著 

星を編む        凪良 ゆう／著 

人間標本     湊 かなえ／著 

黄色い家        川上 未映子／著 
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TEL：０１３８－３５－5500 FAX:0138－35－5525 

詳しくは館内のチラシ・ポスターをご覧ください 

函館市中央図書館「ひな祭りイベント」 

会 と 

日時：令和 6年 3月 2日（土）10時～11時 30分 

場所：中央図書館 2階大研修室 

定員：こども 10人（申込が必要です） 

   3歳から小学校低学年まで親子で参加 

申込：2月 16日（金）9時 30分から 

   お電話または児童カウンターで受付 



 

こんな時どうすればいいの？とか何となく知っているけど本当に正しいの？と思う所作や

マナーについて解説してくれる本です。こんな気遣いをできたらいいなとか、してもらえると

嬉しいなと思う内容が具体的な例として挙げられています。 

「品」や「育ち」とは上手くいっていないときこそ周りに優しく丁寧な振る舞いができるか

ということ。今までの自分自身の行動を見つめ直すことができます。 

 

 

タイトル：「もっと！「育ちがいい人」だけが知っていること」 

著者：諏内 えみ  出版社：ダイヤモンド社 （2021年 9月） 

タイトル：「風と双眼鏡、膝掛け毛布」 

志賀直哉、夏目漱石、泉鏡花など名だたる小説家たちも、現代で活躍する作家も、いつだって

〆切と共に歩み編集者の冷たい視線に背中を刺されながら机に向かってきました。 

それでも守れず破ってしまうのが〆切の宿命。落とした直後から作家と編集者の駆け引きが始

まります。ある人は泣き落とし、ある人は怒り、そしてまたある人は……。 

爆発する十人十色の〆切への愛憎や悲喜こもごもに共感し、笑えること請け合いです。 

90 人の作家たちの〆切にまつわるエッセーや対談、手紙などを収録した究極にニッチな一冊

をどうぞ。 

 

著者：梨木 香歩 出版社：筑摩書房 （2020年 3月） 

） 

タイトル：「〆切本」 

著者：左右社編集部  出版社：左右社 （2016年 9月） 

     （2022年 3） 

北海道から沖縄まで、日本各地に足を運んで出会った地名にまつわるエッセイ集。「ざわっとす

る地名」には毒沢、銭函、無音、「アイヌ文化由来の地名」には蕪島、種差、星置など、印象的な

地名がたくさん。その語に想像をふくらませ、地名が名づけられた由来をひもといていくと、土

地ひとつひとつに歴史の積み重ねと物語を感じます。動植物や自然が織り込まれた作品が多い著

者ならではの柔らかな考察が魅力です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

節分豆まき（ph005530） 

 

今回デジタル資料館からご紹介する一枚はこちら。 

昭和 37年に江差町のかしわぎ保育園で撮影されたものです。子どもたちが豆まきをする姿が楽し気ですね。 

豆まきの豆は炒った大豆派と落花生派に分かれていますが、皆さんはどちらが馴染み深いですか？ 

館
長
随
想
（
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三
） 

 

図
書
館
に
勤
め
て
お
り
ま
す
と
、
「
本
が
お
好
き
な
の
で
す
ね
」
と
い
ろ
ん
な
方
か

ら
お
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

確
か
に
私
は
本
も
好
き
な
の
で
す
が
、
本
当
は
「
言
葉
（
こ
と
ば
）」
が
好
き
な
の

で
す
。
言
語
、
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。 

言
葉
は
時
代
を
生
き
て
い
て
変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
若
年
層
を
中
心
に
流
行

る
言
葉
も
多
い
で
す
が
、
時
代
を
反
映
し
て
い
ま
す
。 

日
本
語
は
難
し
い
け
ど
面
白
い
と
外
国
籍
の
大
学
の
先
生
が
ご
講
演
さ
れ
て
い
ま

し
た
。「
自
分
」
は
辞
書
で
は
一
人
称
で
す
が
、
関
西
を
中
心
に
二
人
称
に
な
る
と
こ

ろ
が
と
て
も
面
白
い
と
い
う
の
で
す
。 

「
自
分
は
函
館
市
民
で
す
」
こ
れ
は
一
人
称
で
す
が
、 

「
ど
う
な
ん
、
自
分
？
（
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
君
は
？
）
」
と
い
う
と
二
人
称

に
な
る
、
と
話
さ
れ
、
と
て
も
興
味
深
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ど
の
国
の
言
葉
で
も
、
多
少
平
易
で
あ
っ
て
も
ゆ
っ
く
り
優
し
く
話
す
と
丁
寧
語
に

な
る
と
い
う
先
生
の
お
考
え
も
共
感
で
き
る
も
の
で
し
た
。 

２
月
か
ら
中
央
図
書
館
ゲ
ー
ト
入
り
口
の
柱
に
中
川
蘆
月
先
生
の
書
を
飾
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。「
こ
の
命
に
あ
り
が
と
う
」
と
書
か
れ
、
入
館
さ
れ
る
方
を
迎
え
て

く
れ
ま
す
。
こ
の
書
は
「
命
」
の
部
分
が
大
き
く
膨
ら
み
、
中
川
先
生
の
温
か
な
お
人

柄
を
感
じ
さ
せ
て
く
だ
さ
る
作
品
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

口
に
出
し
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
ゆ
っ
く
り
伝
え
た
ほ
う
が
相
手
に
も
自
分
に
も
心

地
よ
く
伝
わ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

本
に
は
と
き
に
人
間
の
苦
し
み
や
辛
さ
が
書
か
れ
て
あ
っ
た
り
す
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
は
や
や
速
め
に
言
葉
が
過
ぎ
て
い
く
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

２
月
は
受
験
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
あ
と
も
う
少
し
で
す
の
で
全
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い

で
す
。
受
験
は
一
つ
の
通
過
点
で
す
。
こ
の
書
に
迎
え
ら
れ
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 
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落
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仁
子
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スマートフォンやパソコンを使う現代社会において、 

港図書室と旭岡図書室では 3 月 10日（日）まで 

手紙を書く機会が減っているかと思います。大事な時、 

大切な人に言葉を贈る時、手紙はコミュニケーションの 

一つとして大きな役割を果たしてくれます。 

『読む、書く、描く「手紙」』と題し、手紙や 

絵手紙の書き方に関する本を展示しています。 

あなたの想いを手紙で伝えてみませんか？ 

『カラー筆ペンで楽しむはじめての絵手紙』 

中央・港・旭岡所蔵の本を 

少しだけご紹介します！ 

 

『カラー筆ペン２色で描ける花の絵手紙』 

『絵てがみ 美しい日本を巡る旅のことば選び』 

大森 節子／著 724オオ ※中央・旭岡 

『絵手紙は人生へのラブレター』 

朝日新聞出版／編著 724カラ  

※中央・旭岡・港 

安達 アツ子／著 724 アタ ※中央のみ 

吉水 咲子／著 724ヨシ ※港のみ 

『ことばのヒント絵手紙３６５日』 

朝日新聞出版／編著 724カラ ※中央・港 

『手紙の文例・マナー新事典』 

中川 越／著 816.6テカ ※中央・港 

「ふみ」と読むことができ、 

節分でもある２月３日は 

「絵手紙を送って、『福』を配ろう」 

という意味で制定された。 

日本絵手紙協会 HPより抜粋 


